
たか
ねざわ

明日への想い

　笑顔がはじける

明日への想い

　笑顔がはじける

□次年度予算決まる
□クローズアップ主な目玉事業
□予算決算特別委員会
　　「みんなのお金の使いみちチェック」
□教育・医療・災害など6議員が町政を問う
□特集
　　「阿久津小学校の卒業生に聞いてみっぺ」
□突撃インタビュー～感謝～若色三男さん
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第
3
7
8
回
議
会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

今
定
例
会
は
、
平
成　

年
2
月　

日
か
ら
3
月　

日
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

29

28

16

　

平
成　

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
他
、
議
会
発
議
に
よ
る
「
議
会
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置
」、「
高

29

根
沢
町
ク
リ
エ
イ
ー
タ
ー
ズ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」、「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
」、「
高
根
沢
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
、　

件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

29

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、「
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入

28

を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の
審
査
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
会
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、
議
員
全
員
で
今
年
度
予
算
を
審
査
し
、
合
計
1
1
6
件
の
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
傍
聴
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
延
べ　

人
で
し
た
。

20

可決
歳入歳入

【町債】
町の借金
9.0％

歳出

【町税】
みなさんからの
税金
43.0％

自主財源
58.8％依存財源

41.2％

【分担金及び負担金、
使用料及び手数料】
2.6％

【繰入金ほか】
13.2％

【地方譲与税・交付金】
6.7％

【地方交付税】
国の税金から
配分されるお金
10.4％

【国県支出金】
国県からの
補助金
15.1％

町民税・固定資産税・
軽自動車税・町たばこ
税・特別土地保有税・
入湯税・都市計画税

額平成29年度一般会計予算 総額額 9696億3,3003,300万円万円！96億3,300万円！ 3月
定例会ど学校建設、各小学校エアコン整備などど 大型事業で予算額大幅アップ!!大型事業で予算額大幅アップ!!大型事業で予算額大幅アップ!!

原
案
全
て
を

前年度との比較増減
増減比率28年度29年度歳　　入

0.7％41億1463万円41億4355万円町 税
11.1％ 9億円10億円地 方 交 付 税
△9.3％15億7222万円14億5462万円国 ・ 県 支 出 金
19.6％7億2150万円8億6290万円町 債

前年度との比較増減
増減比率28年度29年度歳　　出

0.4％30億6455万円30億7737万円民 生 費
35.5％13億7131万円18億5901万円教 育 費
△2.8％10億9327万円10億6304万円土 木 費
△11.7％5億7053万円5億0375万円農 林 水 産 業 費

歳入

歳出歳出

議会費
1.3％

総務費
9.2％

民生費
31.9％

労働費
0.1％

衛生費
7.7％

農林
水産業費
5.2％

商工費
2.6％

土木費
11.0％

消防費
4.8％

教育費
19.3％

公債費・
予備費
6.9％

子育て・福祉・
災害関連など

道路・雨水対策・
など
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平成29年度一般会計予算 総額平成29年度一般会計予算 総額平成29年度一般会計予算 総額 996億3,300万円！9
学校建設、各小学校エアコン整備など学校建設、各小学校エアコン整備など学校建設、各小学校エアコン整備など 大型事業で予算額大幅アップ!!

平成29年度　各会計予算　総括表
伸び率（％）28年度当初予算29年度当初予算名　　目

3.892億8000万円96億3300万円一 般 会 計
3.231億4437万円32億4447万円国 民 健 康 保 険

特
別
会
計

△2.92億4511万円2億3806万円後期高齢者医療
△2.320億4271万円19億9493万円介 護 保 険
△6.02億3484万円2億2082万円宝積寺駅西第一土地区画整理事業
△10.110億5899万円9億5218万円公共下水道事業
△9.11億7368万円1億5782万円農業集落排水事業
19.77億9303万円9億4940万円水 道 事 業 会 計
3.0169億7273万円173億9068万円合　　計

国民健康保険　改正税率比較表
医療給付費分

摘要改正後現行課税区分
1.2％増8.2%7.0%所得割（前年所得に応じて）
引き上げ2万6000円2万2800円均等割（加入者数に応じて）
引き上げ2万3500円2万1000円平等割（1世帯毎に）
変更なし54万円54万円限度額

後期高齢者支援金分
摘要改正後現行課税区分
0.4%増3.0%2.6%所得割（前年所得に応じて）
変更なし9000円9000円均等割（加入者数に応じて）
変更なし8400円8400円平等割（1世帯毎に）
変更なし19万円19万円限度額

介護納付金分
摘要改正後現行課税区分
0.2%増2.0%1.8%所得割（前年所得に応じて）
変更なし8000円8000円均等割（加入者数に応じて）
変更なし6000円6000円平等割（1世帯毎に）
変更なし16万円16万円限度額

町国民健康保険税条例の一部改正
国保の税率が引き上がります！

　国民健康保険特別会計は、近年の医療費が伸び、
収支の均衡を取ることが難しい現状にあります。
　そのため、近隣他市町並みの課税水準に引き上げ、
財政の健全化を図る状況になりました。
　改正内容は、医療給付費分の所得割を「1.2％増」
に、後期高齢者支援金分は「0.4％増」、また介護納
付金分を「0.2％増」に引き上げ、平成29年度の保
険税は平成28年度に対して、約7744万円の増額
（見込み）を図り、健全な財政状況にします。
　議会では、健康対策を講じて医療費抑制につなげ
ていくよう要望し、全会一致で可決しました。

東小学校の工事請負契約を可決
素晴らしい校舎建設に期待!!

　現在の東小学校は老朽化が進み、それに伴う校舎新築工事の請
負に対し、事後審査型条件付の一般競争入札が行われました。
　この結果、宇都宮市の「渡辺建設株式会社」となり、契約に関
し賛成多数で原案のとおり可決しました。
　契約金額は、9億504万円（税込）で、工事期間は平成30年7月
31日までです。
　新校舎は、北高根沢中学校の北側の町有地に新築されます。
　また、北中と東小の校舎を連結させ、小中一貫教育を進める本
町教育の推進モデル校として、義務教育の9年間を見通し、、児童
と生徒が施設を共有しながら義務教育の充実を図っていきます。

固定資産評価審査委員が
新たに選任されました。

阿久津正道　氏　（大谷）
平成29年4月25日～平成32年4月24日
（任期　3年間）

　

定
例
会
の
中
で
、一
般
質
問
の
日

は
、特
に
傍
聴
者
の
方
が
多
く
来
ら

れ
、議
員
と
執
行
部
の
政
策
論
の
様

子
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
傍
聴
者
の
声
は
、初
め
て

傍
聴
し
た
安
藤
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　

安
藤
さ
ん
は
、「
今
ま
で
チ
ャ
ン
ス

が
な
く
、初
め
て
傍
聴
に
来
て
介
護

政
策
等
の
実
態
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
町
民
で
あ
っ
た
ら
一
度
は

議
会
傍
聴
に
行
っ
て
み
る
と
よ
い
」、

「
議
員
の
勉
強
の
様
子
が
わ
か
り
ま

す
」と
言
わ
れ
、そ
の
声
に
ハ
ッ
と
我

に
返
り
ま
し
た
。

傍
聴
し
た
感
想
を

聞
い
て
み
ま
し
た安藤泰行さん（光陽台）

議会の様子が
よく分かります

新築する東小学校完成予想図
子ども達がワクワクする教育環境を
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各々の議員が行政運営をしっかりと審査
3月定例会での採決結果一覧表

採
決
結
果

阿
久
津
信
男

鈴
木　

利
二

野
中　

昭
一

松
本　
　

潔

森　
　

弘
子

小
林　

栄
治

横
須
賀
忠
利

梅
村　

達
美

川
面　

充
子

齋
藤　

武
男

加
藤　
　

章

中
山
喜
美
一

渡
邉　
　

俊

鈴
木
伊
佐
雄

佐
藤　

晴
彦

議員名　

　議　案

◎○○○○○○○○○○○○○○○専決処分事項　平成28年度一般会計補正予算第1号
◎○○○○○○○○○○○○○○○固定資産評価審査委員の選任第2号

◎○○○○○○○○○○○○○○○クリエイターズ・デパートメントの設置及び管理に関する
条例第3号

◎○○○○○○○○○○○○○○○町名及び町界の変更に伴う関係条例の整理に関する条例第4号

◎○○○○○○○○○○○○○○○情報公開及び個人情報保護に関する条例及び個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正第5号

◎○○○○○○○○○○○○○○○職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正第6号
◎○○○○○○○○○○○○○○○職員の育児休業等に関する条例の一部改正第7号
◎○○○○○○○○○○○○○○○職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正第8号

◎○○○○○○○○○○○○○○○特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正第9号

◎○○○○○○○○○○○○○○○技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部改正第10号

◎○○○○○○○○○○○○○○○国民健康保険税条例の一部改正第11号
◎○○○○○○○○○○○○○○○児童館及び学童保育所設置条例の一部改正第12号
◎○○○○○○○○○○○○○○○遺児手当支給条例の一部改正第13号
◎○○○○○○○○○○○○○○○平成28年度　一般会計補正予算第14号

◎○○○○○○○○○○○○○○○
平成28年度　国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険

・公共下水道事業特会
・水道事業会計補正予算

第15号
～19号

◎○○○○×○○○○○○○○○○平成29年度　一般会計予算第20号
◎○○○○○○○○○○○○○○○平成29年度　国民健康保険特会予算第21号

◎○○○○×○○○○○○○○○○平成29年度　後期高齢者医療・介護保険
・宝積寺駅西第1土地区画整理事業特会予算

第22号
～

第24号

◎○○○○○○○○○○○○○○○平成29年度　公共下水道事業・農業集落排水事業特会
・水道事業会計予算

第25号
～

第27号
◎○○○○○○×○○○○○×○○工事請負契約の締結第28号

※1　加藤　貞夫議員は、議長であるため採決に加わりません。　※2　○は賛成で、×は反対、◎は可決の意味を表しています。
※3　特会は、特別会計の略称です。

陳
情
と
意
見
書
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

1
・
意
見
書
名

　

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加

入
を
求
め
る
意
見
書

2
・
意
見
書
提
出
者

　

栃
木
県
町
村
議
会
議
長
会

　

会
長　

鈴
木
理
夫

3
・
意
見
書
提
出
の
理
由

　

国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方
議
会
に

お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備

を
求
め
る
意
見
。

4
・
質
疑
内
容

　

8
ペ
ー
ジ
の
総
務
常
任
委
員
会
報
告
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

5
・
審
議
結
果

　

閉
会
中
の
継
続
審
査

1
・
陳
情
書
名

　
「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負

担
」
に
関
す
る
陳
情
書

2
・
陳
情
者
提
出
名

　

栃
木
県
保
険
医
協
会

3
・
陳
情
書
提
出
の
理
由

　

国
で
は
「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢
者
の

窓
口
負
担
」
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
が
、

患
者
負
担
増
で
受
診
抑
制
が
お
き
な
い
よ
う

よ
う
に
、
現
行
の
高
額
療
養
費
制
度
、
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
の
継
続
を
求
め
る
陳
情
。

4
・
質
疑
内
容

　

9
ペ
ー
ジ
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
報
告
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

5
・
審
議
結
果

　

不
採
択

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

3
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・
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画



（5）

平成29年度のの

クローズアップ
平成29年度の新規事業新規事業

クローズアップ
新規事業

インフルエンザ予防接種事業
48万円

　受験を控えた中学3年生を対
象（希望する方）に実施する事
業です。

ICT教育推進事業
332万円

　情報教育推進のため、町内全
小中学校に電子黒板等を設置す
る事業です。

小学校のエアコン事業
4,825万円

　中学校に続き、小学校にエア
コンを設置し、学習能率向上の
ための事業です。

教育環境と人と人とのつながりが
高まる事業に期待

骨髄移植ドナー支援事業
42万円

　骨髄提供者に1日2万円（7日
を限度）、事業所に1日1万円（7
日を限度）を支援する事業です。

元気あっぷポイント事業
140万円

　高齢者の生活を支援するボラ
ンティアを対象に、活動実績に
応じてポイントを付与する事業
です。（詳細は7ページを参照）

JR烏山線沿線
町づくり推進事業

500万円
　那須烏山市との連携による
JR烏山線を活用したまちづく
りの推進事業です。

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画
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告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
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イ
ク
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般

質

問

特

別

企

画

総額173億9,068万円を可決
チェックします

Q
　
　

年
度
の
活
動
内
容
は
？

29A
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
3
名
が

「
移
住
・
定
住
・
創
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
窓
口
相
談
」
を
対
応
し
、

「
駅
の
前
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、

「
行
っ
ち
ゃ
う
？
た
か
ね
ざ
わ
」、

「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・
デ
パ
ー
ト
メ

ン
ト
」、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
遂
行
し
ま
す
。

　

隊
員
の
活
動
補
助
金
1
8
0
0

万
円
は
、
本
町
で
必
要
な
経
常
的

経
費
の
補
助
で
、
内
容
は
報
酬
・

活
動
事
業
費
等
で
す
。

【旧】

総務常任委員会分予算　　

各委員が審査

町全体の予算

予算特別委員会　（議員全員）で審査

教育福祉常任委員会分予算　　

建設産業常任委員会分予算　
⇨

※1特別委員会：特定の問題の調査・審査を行うために必要に応じて設置される委員会
※2常任委員会：本会議から付託された議案の審査や、町の事務に関する調査などを行う常時置かれている委員会

【新】

予算を慎重に審査するため特別委員会※1を設置しました

　3月議会定例会より当初予算の審査方法が変わりました。
　今までは、各常任委員会※2ごとに所管分の予算だけを審査していましたが、平成29年度当初予算か
ら予算特別委員会を設置し、全議員が全ての当初予算を審査することになりました。
　これにより、町全体のお金の使いみちを議員全員が把握でき、より慎重な審査ができるようになり
ます。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
政
策
経
費

Q
　

事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
？A

　

町
民
や
事
業
者
が
町
の
管
理
す

る
道
路
・
河
川
・
公
園
等
を
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
美
化
清
掃
活

動
に
対
し
町
が
支
援
し
ま
す
。

ま
ち
美
化
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

（
新
規
事
業
）

Q
　

防
災
士
資
格
取
得
を
5
名
で
算

定
し
て
い
る
が
、
受
講
人
数
が
増

え
た
場
合
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
活
動
資

機
材
購
入
補
助
の
内
容
は
？

A
　

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
的

人
材
育
成
を
目
的
に
5
名
の
取
得

者
を
目
指
し
、
今
後
は
事
業
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

資
機
材
購
入
補
助
に
つ
い
て
は

5
団
体
ま
で
と
し
、
現
在
は
、
要

望
の
あ
る
太
田
、
文
挾
、
大
谷
を

事
業
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
他
地
域

に
先
駆
け
て
指
定
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

（
新
規
事
業
）

登録してみてはいかがですか？
問い合わせ　町環境課
（675-8109）
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一般・特別・企業会計

新年度予算
「みんなのお金の使いみち」

過去最大
の予算規

模

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

Q
　

ど
の
よ
う
に
利
活
用
を
進
め
て

い
く
の
か
？

A
　

平
成　

年
度
は
、
全
て
の
学
校

29

に「
電
子
黒
板
」や「
書
画
カ
メ
ラ
」

を
導
入
し
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」や「
校

務
支
援
ソ
フ
ト
」
な
ど
を
活
用
し

て
、
町
と
包
括
連
携
を
結
ん
だ
企

業
の「
S
S
C
T
」の
協
力
を
得
な

が
ら
授
業
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進

（
新
規
事
業
）

Q
　

ど
の
よ
う
な
農
産
物
を
、
ど
の

よ
う
に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
？

A
　

ち
ょ
っ
蔵
広
場
に
お
け
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
開
催
を
通
し
て
交
流
人
口

増
加
を
図
る
と
と
も
に
、「
高
根

沢
焼
き
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」、「
ス
イ
ー

ツ
・
パ
ン
」、「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
を

食
べ
て
い
た
だ
き
、
町
内
産
農
産

物
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
加
工
品
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
事
業

Q
　

事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
？A

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
を
受
講
し

た
元
気
な
高
齢
者
（
町
内
の　

歳
65

以
上
）
が
登
録
し
た
施
設
等
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
1
回

1
時
間
以
上
の
活
動
に
つ
き
1
ポ

イ
ン
ト
（
1
0
0
円
）
を
付
与
す

る
事
業
で
す
。

　

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
商
品
券

や
温
泉
券
な
ど
に
交
換
で
き
ま
す
。

元
気
あ
っ
ぷ
ポ
イ
ン
ト
事
業

（
新
規
事
業
）

Q
　

食
肉
セ
ン
タ
ー
出
資
内
容
は
？

A
　

芳
賀
町
稲
毛
田
に
平
成　

年
度

32

開
業
予
定
で
あ
り
、
総
事
業
費
約

1
2
3
億
3
千
万
円
で
す
。

　

当
町
の
負
担
額
は
5
0
0
万
円

で
す
。

農
畜
産
振
興
費

Q
　

収
入
総
額
に
占
め
る
町
補
助
金
の

割
合
は
何
%
か
？

　

ま
た
、国
庫
補
助
を
受
け
る
ラ
ン

ク
※
と
直
近
の
事
業
実
績
は
？

A
　

収
入
総
額
は
7
7
2
3
万
円
、

平
成　

年
度
も
同
程
度
と
想
定
し

29

た
場
合
、町
の
補
助
金
は
7
1
0

万
円
は　

％
と
な
り
ま
す
。

9.2

　

ま
た
、、ラ
ン
ク
は「
B
」で
、受

託
数
1
5
6
0
件
、契
約
金
額
は

約
5
9
7
5
万
円
。

　

公
共
が　

件
で
、民
間
が
1
5

45

1
5
件
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助

Q
　

道
の
駅
に
登
録
し
た
場
合
の
効

果
は
？

A
　

地
元
の
農
産
物
販
売
や
道
路
休

息
施
設
と
し
て
知
名
度
の
高
い
道

の
駅
の
ブ
ラ
ン
ド
名
称
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
、
町
民
に
と
っ
て
身

近
な
施
設
で
あ
る
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
を
中
心
と
す
る
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
必
要
最
小
限
の
投
資

で
整
備
し
、
高
い
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

登
録
資
料
作
成
の
ほ
か
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
登

録
効
果
も
検
討
し
ま
す
。

道
の
駅
整
備
事
業

（
新
規
事
業
）

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
と

就
業
延
べ
人
員
数
に
よ
っ
て
A
〜
C
ま
で

の
ラ
ン
ク
分
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

大好評の高根沢新グルメ

役場内の植栽剪定
培った技術を活かして
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月
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会
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査

委
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事
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O
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・
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ょ
っ
と
ブ
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イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

創業をめざす方が
ちょっ蔵広場に

新たな魅力を創ります

所管課（総務課・夢咲くまちづくり推進課・企画課・地域安全課・税務課・環境課・会計課・監査委員事務局・議会事務局）

総務常任委員会
付託案件の審議報告

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
関
す
る
条
例
を
審
議

　

本
町
は
、
定
住
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
平
成　

年
2
月
に
定
め
、
都
市
計

27

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
見
直
し
や
、
交
流
人
口
増
加
及
び
移
住
・
定
住
施
策
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
今
秋
に
、
宝
積
寺
駅
東
口
に
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
・
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
事
務
所
に
し
て
、
そ
の
周
り
に
5

棟
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
物
品
の
販
売
等
を
目
的
と
し
た
就
業
希
望
者
に
貸

出
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
条
例
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

※
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト

　

地
方
創
生
を
掲
げ
る
国
策
に
基
づ
き
、
地
方
の
新
し
い
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
就

業
支
援
等
を
行
う
場
で
す
。

Q
　

東
京
の
県
関
係
機
関
や
駅
前
イ
ベ
ン
ト
出
展
者
、
地
域
起
こ
し
協
力
隊

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
ま
た
S
N

S
で
情
報
を
発
信
し
て
本
町
で
の
就
業
を
促
し
ま
す
。

Q
　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
事
業
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
？

A
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
3
名
が
窓
口
と

な
っ
て
、
就
業
の
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

Q
　

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
の
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
は
？

A

Q
　

条
例
改
正
は
、
国
の
法
令
改
正
に
準
じ
る
も
の
で
あ
り
、
現
実
に
そ

ぐ
わ
な
い
部
署
も
あ
る
が
、
保
育
園
等
の
勤
務
に
は
運
用
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q
　

勤
務
時
間
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
は
、
組
織
の
大
き
な
機
関

で
あ
れ
ば
、
そ
の
機
能
が
十
分
図
れ
る
が
、
少
人
数
の
部
署
で
は
活
か
さ

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
？

A 職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
に
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正

主
な
質
疑

Q
　

栃
木
県
か
ら
の
助
成
金
を
使
い
、
非
常
備
消
防
費
と
し
て
、
雨
天
時

の
消
火
活
動
や
水
害
等
の
際
に
着
用
す
る
雨
具
を
整
え
ま
す
。

Q
　

消
防
団
員
の
安
全
装
備
品
助
成
金
の
具
体
的
な
使
い
道
は
？

A 消
防
団
員
の
安
全
装
備
品
が
追
加
計
上
さ
れ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

主
な
質
疑

災
害
時
の
安
全
な
対
策
を
目
指
し
て

日
常
調
査
報
告

　

災
害
時
の
安
全
を
講
じ
る
対
策
は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、い

ざ
と
い
う
時
の
避
難
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
、資
機
材
の
取
り
扱
い
方
、

要
援
護
者
の
把
握
な
ど
、課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
調
査
し
た
栃
木
市
の
、小
中
学
校
で
の
防
災
教
育
の
取
り

組
み
な
ど
は
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

課
題
克
服
の
一
歩
と
し
て
、地
震
や
大
雨
等
の
情
報
伝
達
を
い

か
に
図
る
の
か
？

　

そ
の
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
、早
急
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

ニ
ュ
ー
ス
で
す

「
ま
ち
美
化
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

本
町
は
緑
豊
か
な
空
間
を
有
し
、
住
み
よ
い

環
境
保
全
は
自
治
会
の
道
路
・
河
川
愛
護
活
動
に

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
更
に
、
自
主
的
な
協
働
の
力
で
環
境

美
化
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
豊
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
ま
ち
美
化
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
」

を
4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

必
要
な
物
品
の
貸
与
や
保
険
の
加
入
は
町
が

支
援
し
ま
す
。
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食と健康の拠点として元気あっぷ!!　日常調査報告

建設産業常任委員会
付託案件の審議報告

所管課（都市整備課・産業課・上下水道課・農業委員会事務局）

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

28

主
な
事
業

　

・
農
業
振
興
対
策
費 
円
円
円 
△
3
4
1
6
万
円

　

・
農
畜
産
振
興
費  
円
円
円
円 
△
2
6
3
万
円

　

・
水
田
農
業
対
策
費 
円
円
円
円
円 
△
6
2
万
円

　

・
商
工
総
務
費 
円
円
円
円
円
円
円 
△
8
5
万
円

　

・
地
籍
調
査
費 
円
円
円
円
円
円 
△
6
3
9
万
円

　

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
費 
円
円
円 
△
2
3
9
万
円

　

今
回
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、「
担
い
手
確
保
・

経
営
強
化
事
業
」
や
「
と
ち
ぎ
の
園
芸
活
力
創
造

総
合
推
進
事
業
」
等
に
係
る
県
支
出
金
の
減
額
は
、

事
業
支
出
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
審
議（
産
業
課
）

Q
　

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
※

が
1
4
2

0
万
円
減
額
に
な
っ
た
理
由
は
？

A
　

こ
の
事
業
は
、
T
P
P
関
連
の
国
の
事
業
で
あ

り
、
申
請
者
と
な
る
農
業
経
営
体
の
取
り
組
み
状

況
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
て
、
上
位
者
か
ら
採
択
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
で
も
3
件
の
方

が
申
請
し
た
が
、
採
択
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、

減
額
し
ま
し
た
。

こころも身体もほっかほか　「金ごま担々麺」

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
新
し
い

取
り
組
み
に
期
待

　

当
委
員
会
で
は
、
食
と
健
康
の
拠
点
で
あ
る

「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
、

2
月　

日
に（
株
）元
気
あ
っ
ぷ
公
社
と
元
気
あ
っ

22

ぷ
む
ら
の
活
性
化
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

※　

参
考

　

平
成　

年
度
予
算
と
し
て
、
指
定
管
理
委
託
費

29

4
6
8
0
万
円
の
管
理
料
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

Q
　

昨
年
の
議
会
報
告
会
に
お
け
る
参
加
者
の
方
か

ら
、「
送
迎
バ
ス
乗
車
場
所
を
宝
積
寺
駅
だ
け
で
な

く
、役
場
な
ど
も
含
め
て
増
や
し
た
ら
ど
う
か
？
」

の
意
見
が
あ
り
、こ
れ
に
対
し
ど
う
考
え
る
か
？

A
　

平
成　

年　

月
ま
で
は
、
運
行
路
線
上
の
各
地

25

12

区
で
乗
り
降
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
運
行
路
線
が

片
側
1
車
線
の
た
め
、
バ
ス
が
路
線
上
で
停
車
す

る
と
事
故
を
誘
発
す
る
と
の
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら

れ
、
宝
積
寺
駅
で
の
乗
降
に
限
定
し
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
と
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
今
後
の
対

応
を
考
え
ま
す
。

　

新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
期
間
限
定
（
1
月
～
3

月
）一
日　

食
限
定
の「
金
ご
ま
担
々
麺
」を
さ
っ

10

そ
く
食
べ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
金
ご
ま
は
、
昨
年
桑
窪
地
区
で
生
産
さ
れ

た
「
金
胡
麻
」
で
あ
り
、
こ
の
金
胡
麻
は
、
国
産

自
給
率　

％
と
と
て
も
希
少
な
こ
と
も
あ
り
、
毎

0.1

日
ほ
ぼ
完
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

期
間
限
定
の
理
由
は
、
元
気
あ
っ
ぷ
に
入
荷
す

る
量
が
少
数
で
あ
り
、
定
期
的
の
販
売
は
困
難
な

た
め
で
す
。

　

所
管
課
の
産
業
課
で
は
、
農
地
活
用
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
金
胡
麻
」
が
あ
り
、
農
家
の
所
得
向
上

に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
桑
窪
地
区
の
生
産
者
は
、
昨
年
の　
1.5

倍
の
耕
作
面
積
拡
大
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
町
産
業
課
（
6
7
5
─
8

1
0
4
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新
メ
ニ
ュ
ー
の
お
知
ら
せ

※
意
欲
の
あ
る
農
業
者
に
対
し
、
経
営
発
展
に
必
要
な
農
業
機

械
な
ど
の
導
入
を
支
援
す
る
国
の
事
業
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常
の
習 課・住民課・健康福祉課）

平
成　

年
一
般
会
計
補
正
予
算

28

主
な
事
業

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム
運
営
費

△
約
2
9
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
費

△
1
6
2
0
万
円

・
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

1
6
2
0
万
円

・
高
齢
者
支
援
政
策
経
費

△
1
5
5
万
円

・
介
護
保
険
別
会
計
操
出
金

約
1
4
7
4
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
操
出
金

1
9
5
7
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
操
出
金

△
約
4
8
3
万
円

・
小
中
学
校
施
設
修
繕
・
改
修
事
業
費

△
3
0
0
万
円

・
小
山
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
費

△
約
1
0
1
万
円

国
保
給
付
費
が
伸
び
て
い
る
状
況
に
、

抜
本
的
な
議
論
の
必
要
性
を
提
言
！

説　
　

明

　

国
保
医
療
費
の
増
大
に
伴
い
、
一
般
会

計
の
民
生
費
か
ら
、
国
保
特
別
会
計
に
1

9
5
7
万
円
を
繰
り
入
れ
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

Q
　

国
保
医
療
費
が
、不
足
し
た
時
に
一
般
会

計
か
ら
制
限
な
し
に
繰
り
入
れ
る
考
え
か
、

そ
れ
と
も
一
定
の
歯
止
め
が
で
き
る
よ
う
に

整
理
す
べ
き
と
考
え
る
の
か
？

　

ま
た
、町
は
国
保
加
入
者
の
構
成
や
変
化
、

医
療
費
の
増
大
等
を
ど
う
考
え
、ど
う
被
保

険
者
が
国
保
に
対
し
、理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
む
の
か
？
考
え
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
は
？

A
　

国
保
特
別
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
は
、

保
険
基
盤
安
定
の「
保
険
税
軽
減
分
」、「
保
険
者

支
援
分
」、「
職
員
給
与
費
等
」、「
出
産
育
児
一
時

金
」の
4
項
目
に
特
定
し
た
法
定
内
繰
入
で
、制

限
の
な
い
繰
入
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、国
保
財
政
健
全
化
計
画
に
は
、医
療
保

険
給
付
費
の
増
加
推
移
、財
政
状
況
が
記
さ
れ
、

税
率
改
正
に
至
っ
た
経
緯
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
書
を
被
保
険
者
に
配
布
し
、厳
し

い
国
保
財
政
状
況
へ
の
認
識
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

小
山
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

の
対
象
事
業
要
件
の
緩
和
を
！

説　
　

明

　

事
業
の
確
定
に
よ
り
、
当
初
予
算
か
ら

の
差
額
約
1
0
1
万
円
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

　
　

年
度
の
利
用
団
体
は
、　

団
体
で
し

28

10

た
。

主
な
質
疑

Q
　

歳
入
・
歳
出
が
減
額
に
な
っ
た
背
景
に
、

事
業
受
付
時
期
や
、
対
象
事
業
の
要
件
に

課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

A
　

従
来
の
受
付
時
期
は
、
新
年
度
に
入
っ
て
か

ら
受
け
付
け
て
い
た
が
、
新
年
度
か
ら
は
債
務

負
担
行
為
で
予
算
を
担
保
し
、
前
年
度
3
月
か

ら
受
付
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

対
象
事
業
要
件
は
、
全
町
に
係
る
事
業
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
団
体

等
が
出
て
く
る
よ
う
、
よ
り
一
層
P
R
し
て
い

き
ま
す
。

小山文化スポーツ事業を
利用した

大谷地域　五行川での
「なまず祭り」

陳
情
書
審
査

一
般
会
計
補
正
予
算
審
査

「
高
額
医
療
」・「
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
」に
関
す
る
陳
情
審
査

国
の
動
き
や
、負
担
と
給
付
の
あ
り

方
な
ど
の
推
移
を
見
守
る
必
要
あ
り

説　
　

明

　

本
陳
情
は
、
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障

制
度
審
議
会
（
医
療
保
険
部
会
）
で
、　
70

歳
以
上
の
自
己
負
担
額
や
高
額
医
療
の
窓

口
負
担
引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

負
担
の
増
加
に
よ
り
、
受
診
抑
制
が
起

き
な
い
た
め
に
も
、
現
状
の
制
度
を
維
持

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
陳
情
で
す
。　

主
な
審
査
内
容

・　

厚
労
省
の
動
向
が
不
明
確
。

・　

負
担
と
給
付
の
抜
本
的
な
あ
り
方
な

ど
の
議
論
の
推
移
を
見
守
る
必
要
が

あ
る
。

・　

陳
情
理
由
は
十
分
理
解
で
き
る
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
総
括
し
た
と
こ
ろ
、

時
期
尚
早
で
あ
る
と
の
意
見
に
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

審
査
結
果

　

全
員
一
致
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

厳しい
国保財政！
国保加入者の
理解と協力が
不可欠
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任
審

教育福祉常
付託案件の

所管課
（こどもみらい課・生涯学習 課

日常調査報告
福祉も教育も互助の連携が必要!!

みんなが繋がる「ハピネスタウンたかねざわ」

報
告
①

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
る

に
は
」

　

本
町
に
必
要
な
「
互
助
力
」
は
い
か
に
！

　

本
町
に
お
い
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
上
で
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
群
馬
県
富
岡
市
に
、
昨
年　

月　

日
に
研
修
に

10

20

行
き
ま
し
た
。

　

同
市
は
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
自
由
な
時
間
を

過
ご
せ
、
住
民
の
主
体
的
な
活
動
（
生
き
が
い
活

動
）
が
で
き
る
「
居
場
所
」
を
各
地
域
に
構
築
し
、

住
民
同
士
が
支
え
合
い
、
助
け
合
う
絆
の
深
い
地

域
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
互
助
力
」
の
構
築
は
、
地
域
の
現

状
や
住
民
意
識
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
い
か
に
健
康

で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
、
行
政
支
援
が
必
要
か

を
し
っ
か
り
追
求
し
、
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス

テ
ム
を
さ
ら
に
検
討
し
結
論
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

報
告
③

「
阿
久
津
小
学
校
の
現
状
と
2
年
点
検
に
お

け
る
調
査
」

　

こ
れ
か
ら
何
十
年
も
子
ど
も
た
ち
が
通

う
校
舎
に
対
し
、
快
適
に
過
ご
せ
る
か
ど

う
か
、
今
後
も
継
続
調
査
す
る
。

　

阿
久
津
小
学
校
新
築
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
本

委
員
会
は
重
大
な
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
昨
年
7

月
と　

月
に
、
修
繕
工
事
と
工
事
完
了
の
現
地
調

12

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
当
局
よ
り
、
修
繕
は
す
べ
て
完
了
の
報
告
が

あ
っ
た
が
、
各
委
員
が
見
回
っ
た
結
果
、
完
全
で

な
い
状
況
が
あ
っ
た
た
め
、
再
修
繕
や
今
後
の
対

応
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
後
の
対
応
と
し
て
、
校
舎
ク
ラ
ッ

ク
は
5
年
点
検
を
実
施
し
、
必
要
な
対
策
を
す
る

こ
と
、
瑕
疵
担
保
か
ら
請
負
業
者
に
今
後
の
負
担

を
強
い
る
こ
と
は
難
し
い
等
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　

ど
こ
ま
で
が
施
工
業
者
の
責
任
か
、
ど
こ
ま
で

が
監
理
業
務
委
託
者
の
責
任
な
の
か
、
ま
た
、
ク

ラ
ッ
ク
等
の
意
発
生
原
因
が
明
確
で
な
い
こ
と
を

踏
ま
え
、
今
後
も
継
続
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

本町の東日本大震災
復興のシンボル「阿小」
議会の責務として

しっかりと検証していく！

みんなで作ろう♪
楽しく暮らせる高根沢町(̂ ♪̂

西根地域のサロン 北小スクールガード

報
告
②

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
ど
う
取
り
組

む
か
」

　

よ
り
良
い
学
校
運
営
を
進
め
、
教
育
環

境
の
向
上
へ
！

　

昨
年　

月　

日
に
、「
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

10

21

ス
ク
ー
ル
」
を
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い
る

長
野
県
東
御
市
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
、
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
や
、
学

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
と
組
織
化
な
ど
を
展
開

す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
支
援

や
地
域
へ
の
広
報
・
啓
発
、
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ

し
を
行
い
、
学
校
と
地
域
の
連
携
組
織
「
学
校
運

営
委
員
会
」
を
構
築
し
、
学
校
運
営
の
参
加
、
学

校
評
価
を
一
体
的
・
持
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
町
で
は
、「
学
校
評
議
員
制
度
」
を
導
入
し
て

お
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
協
力
し
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
担
っ
て
い
く
た
め
に
、

学
校
運
営
に
関
し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
向

を
把
握
・
反
映
し
な
が
ら
、
学
校
と
し
て
の
説
明

責
任
を
果
た
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
適
し
た
学
校
運
営
は
、
従
来
ど
お
り
か
、

そ
れ
と
も
新
た
な
形
か
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
、
次
年
度
も
調
査
を
進
め
一
定
の
結

論
を
提
言
し
て
い
き
ま
す
。
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広報広聴特別委員会　所管事務調査報告

捨てられない広報誌づくりへの挑戦!!
平成29年2月8日　埼玉県三芳町役場にて実施

聞
い
ち
ゃ
い
ま
し
た
！

私
た
ち
の
議
会
報
の
感
想

　

記
事
に
つ
な
が
る
、
分

か
り
や
す
い
写
真
の
導
入

が
あ
り
、
見
出
し
や

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
、
住
民
の
方
の
意

見
や
特
集
が
あ
っ
て
、

「
親
し
み
を
感
じ
る
広
報

誌
」
で
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

は
高
い
と
評
価
い
た
だ
き

ま
し
た
。

三
芳
町
職
員
の
、
広
報
誌

に
か
け
る
思
い

　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

捨
て
ら
れ
た
広
報
誌
を
見

て
、「
ゴ
ミ
箱
行
き
の
広

報
誌
は
税
金
の
ム
ダ
」、

読
ま
れ
な
い
、
愛
の
な
い

広
報
誌
は
や
め
て
、
住
民

が
主
役
で
、
知
り
た
い
情

報
を
載
せ
、
人
の
心
を
動

か
す「
日
本
一
の
広
報
誌
」

を
作
る
と
決
意
し
、
改
革

を
始
め
た
と
の
事
で
し
た
。

改
革
ミ
ッ
シ
ョ
ン
①

　

町
長
の
心
を
動
か
す

　

三
芳
町
の
林
町
長
は
、

職
員
の
「
や
る
気
」
を
理

解
し
、「
や
り
た
い
職
員
」

を
全
職
員
対
象
に
公
募
し

ま
し
た
。

　

ま
た
広
報
を
は
じ
め
い

ろ
い
ろ
な
分
野
で
公
募
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

行
政
内
が
活
気
づ
き
、
広

報
分
野
で
は
常
に
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
結
果

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

改
革
ミ
ッ
シ
ョ
ン
②

　

細
部
に
こ
だ
わ
っ
た
誌

　

面
の
作
成
技
術
向
上

　

見
や
す
く
す
る
工
夫
と

し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
、
少
な
い
文
字

で
簡
潔
な
わ
か
り
や
す
い

文
章
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
、
一
番
捉
え
や
す
い

　

文
字
程
度
で
注
目
さ
せ

13る
な
ど
、
様
々
な
誌
面
作

成
の
技
術
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

改
革
ミ
ッ
シ
ョ
ン
③

　

三
芳
町
の
F
A
N
と

　

F
U
N
を
増
や
す

調
査
を
終
え
て

　

今
回
の
調
査
で
感
じ
た

こ
と
は
、
私
た
ち
の
取
り

組
み
と
共
通
点
が
あ
り
、

写
真
を
多
く
取
り
入
れ
る

こ
と
、
ス
マ
ホ
等
を
利
用

し
た
最
新
技
術
の
起
用
、

業
者
と
は
最
低
限
の
か
か

わ
り
で
、
自
分
た
ち
が
作

成
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
住
民

が
手
に
取
り
、
隅
々
ま
で

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
広
報
誌
を
目
指
し
、
思

い
や
視
点
を
変
え
、
住
民

参
加
型
の
、
町
民
と
共
に

あ
る
議
会
報
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

三芳町広報紙1月号

三芳町出身の町広報大使
元モーニング娘の
「吉澤ひとみ」さんを
誌面各所で起用

　

若
者
が
親
し
み
や
す
い

よ
う
に
、
ス
マ
ホ
を
利
用

し
た
A
R
・
Q
R
の
活
用
、

外
国
の
方
に
も
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
5
ヶ
国
に

5
言
語
化
さ
れ
た
広
報
を

読
め
る
「
カ
タ
ポ
ケ
」
ア

プ
リ
の
利
用
、
住
民
参
加

に
つ
な
が
る
、「
ス
ナ
ッ

プ
撮
影
会
」
や
企
業
と
コ

ラ
ボ
し
た
「
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
実
施
、
こ
う

し
た
機
会
を
と
お
し
、

三
芳
町
を
好
き
に
な
る

「
F
A
N
」
と
、
楽
し
む

「
F
U
N
」を
増
や
し
続
け

て
い
ま
す
。

多くの住民参加がある撮影会

　
「
た
か
ね
ざ
わ
議
会
だ
よ
り
」が
、

よ
り
町
民
に
親
し
ま
れ
、
よ
り
読

み
た
く
な
る
議
会
報
に
す
る
た
め
、

行
政
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
部

門
で
何
度
も
入
選
し
て
い
る
、
埼

玉
県
三
芳
町
へ
行
き
ま
し
た
。

　

広
報
誌
に
か
け
る
思
い
や
作
成

の
ポ
イ
ン
ト
、
住
民
参
加
型
の
仕

組
み
な
ど
を
教
わ
り
、
今
後
の
広

報
誌
作
り
に
活
か
す
た
め
、
調
査

し
て
き
ま
し
た
。

調
査
目
的

小道具でも三芳町「好き」「楽しい」の工夫がいっぱい！
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3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

議員定数検討特別委員会　所管事務調査報告

皆様の意見を反映できる議会を目指して
平成29年2月10日　壬生町、上三川町、芳賀町を調査

壬
生
町
議
会

　

本
町
が
4
万
人
構
想
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
壬
生
町
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

人
口  
3
9
埀8
0
7
人

（
昨
年
末
）

　

議
員
定
数 
円
円
円 　

名
16

　

議
員
一
人
当
た
り
の

　

町
民
数  
2
埀4
8
8
人

主
な
内
容

・　

名
か
ら　

名
と
大
き

22

16

な
削
減
を
し
た
。

　

当
時
、
合
併
ブ
ー
ム
で

あ
り
合
併
を
し
な
け
れ

ば
、
定
数
を
減
ら
す
と

い
う
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

・
報
酬
を
上
げ
る
こ
と
は

全
く
検
討
せ
ず
、
今
考

え
る
と
必
要
で
あ
っ
た
。

・
減
ら
す
こ
と
ば
か
り
考

え
る
の
で
は
な
く
、
増

や
す
こ
と
も
考
え
、
高

根
沢
が
率
先
し
て
は
。

上
三
川
町
議
会

　

人
口
が
、
本
町
と
同
じ

規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

上
三
川
町
を
選
定
し
ま
し

た
。

　

人
口  
3
1
埀4
4
0
人

（
昨
年
末
）

　

議
員
定
数 
円
円
円 　

名
16

　

議
員
一
人
当
た
り

　

町
民
数  
1
埀9
6
5
人

主
な
内
容

・
合
併
し
な
い
こ
と
で
決

断
に
よ
り
、
議
会
が
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政

の
取
り
組
み
調
査
・
検

討
を
行
っ
た
結
果
、　
20

名
か
ら　

名
に
削
減
し

16

た
。

・
議
会
改
革
検
討
会
を
設

置
し
、「
議
員
の
品
格
・

マ
ナ
ー
」な
ど
の
研
究
・

検
討
を
行
い
、
議
会
改

革
に
つ
と
め
て
い
る
。

・
議
員
の
み
の
報
酬
で
は

生
活
で
き
な
い
と
考
え

て
お
り
、
現
在
検
討
会

で
協
議
中
で
あ
る
。

芳
賀
町
議
会

　

最
近
削
減
し
た
町
で
あ

る
こ
と
よ
り
選
定
し
ま
し

た
。

　

人
口  
1
5
埀8
9
9
人

（
昨
年
末
）

　

議
員
定
数 
円
円
円 　

名
14

　

議
員
一
人
当
た
り

　

町
民
数  
1
埀1
3
6
人

主
な
内
容

・
平
成　

年
の
町
議
選
で
、

23

定
数　

の
と
こ
ろ
定
数

16

割
れ
に
よ
り　

名
と

15

な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ

を
受
け
て
削
減
し
た
。

・
人
口
4
万
人
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
定
数
を

増
や
す
こ
と
も
考
え
た

ら
ど
う
か
。

・
女
性
が
も
っ
と
立
候
補

し
て
、
女
性
に
視
点
を

あ
て
る
と
議
会
が
よ
り

活
性
化
す
る
と
考
え
る
。

・
定
数
を
減
ら
し
す
ぎ
る

と
町
民
の
意
見
を
吸
い

上
げ
ら
れ
な
く
な
る
。

次
回
開
催
に
向
け
て

　

調
査
の
中
で
定
数
を
減

ら
し
す
ぎ
た
と
の
反
省
が

あ
っ
た
が
、
少
な
い
な
り

に
工
夫
し
て
議
会
運
営
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。

　

よ
り
一
層
、
町
民
の
皆

様
の
信
託
に
応
え
ら
れ
る

人
数
で
あ
る
か
な
ど
、

様
々
な
こ
と
を
検
証
し
、

さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

町
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
議

会
議
員
の
定
数
を
自
ら
が
図
り
、

「
町
民
の
皆
様
の
信
託
に
応
え
ら

れ
る
人
数
で
あ
る
か
」、「
現
在
の

議
員
定
数
は
妥
当
で
あ
る
か
」
を

検
証
す
る
た
め
に
、「
議
員
定
数

検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
議
会
の
定
数
削
減
に

至
っ
た
背
景
と
理
由
を
調
査
し
、

今
後
の
定
数
検
討
に
活
か
す
た
め
、

壬
生
町
、
上
三
川
町
、
芳
賀
町
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

調
査
目
的

壬生町議会との意見交換

芳賀町議会との意見交換
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OH
豆
知識

まめ
ちしき

都市計画法ってなぁ〜に?
市街化区域と市街化調整区域の「原則」

　

都
市
計
画
法
は
「
都
市
の
健

全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和　

年
43

に
定
め
ら
れ
た
法
律
で
す
。

　

都
市
計
画
の
対
象
区
域
は
、

一
定
の
該
当
す
る
市
街
地
の
総

合
的
に
整
備
、
開
発
と
保
全
す

る
必
要
が
あ
る
区
域
を
「
都
市

計
画
区
域
」
と
し
て
県
が
指
定

し
ま
す
。

　

都
市
計
画
区
域
は
「
市
街
化

区
域
」
と
「
市
街
化
調
整
区
域
」

に
区
分
さ
れ
、
通
称
、「
線
引

き
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
、
本

町
に
も
当
て
は
ま
り
、
昭
和　
45

年
8
月
に
県
か
ら
指
定
さ
れ
て

お
り
、
市
街
化
区
域
は
、
5
7

9
・
3　

、
市
街
化
調
整
区
域

ha

は
、
6
5
0
7
・
7　

と
な
っ

ha

て
い
ま
す
。

　

市
街
化
区
域
は
「
す
で
に
市

街
地
が
形
成
し
て
い
る
区
域
」

と
「
お
お
む
ね　

年
以
内
に
優

10

先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図

る
べ
き
区
域
」
で
あ
り
、「
用
途

区
分
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ちょっとブレイク
町章・町花・町木・町鳥のいわれ

　

ま
た
、
都
市
施
設
と
し
て
、

「
道
路
」・「
公
園
」・「
下
水
道
」が

定
め
ら
れ
、
そ
の
整
備
が
重
点

的
に
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、「
土

地
区
画
整
理
事
業
」
や
「
市
街

地
再
開
発
」
な
ど
の
面
的
な
整

備
を
進
め
る
区
域
が
市
街
化
区

域
で
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
は
「
市
街

地
を
抑
制
す
る
区
域
」
で
、「
用

途
地
域
」
を
定
め
な
い
区
域
で

す
。

　

ま
た
、
自
治
体
な
ど
に
よ
る

都
市
基
盤
の
整
備
も
し
な
い
こ

と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

高根沢町町章
（昭和34年12月25日制定）

　高を大きくはばたく
鳥にデザインし（発展）、
上部の山は山脈、下部
の波頭は町内三大河川
と町民の融和を表現し
たものです。

町花
あやめ

　古くから田園に群生
し、情緒豊かな花で庭
園の花としても広く親
しまれ、根が強いこと
から町の安定と発展を
意味します。

町木
いちょう

　街路樹にも適し、樹
勢が強く大木となり、
葉は末広がりで黄葉す
ると美しく、繁栄する
町の姿を象徴します。

町鳥
ひばり

　豊かな牧草地や鬼怒
川の河川などに一年中
生息し、春の訪れとと
もに空高く舞い上がり
明るくさえずる声は町
民の和をもたらします。

左が「市街化区域」、右が「市街化調整区域」です
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町
政
を

　

問
う
!

6
人
の
議
員
が
登
壇

◆梅村達美　議員 ............................ 16
①本町の教育の未来は

◆中山喜美一　議員 ........................ 17
①住み慣れた我が家で安らかな医療・介護を

◆佐藤晴彦　議員 ............................ 18
①災害にも負けない町民育成と災害時の取り組みは
②男女が共に理解し合う「相互理解」が育まれた社会へ
③安全な武道授業の実施を

◆川面充子　議員 ............................ 19
①国民健康保険医療費の現状と抑制は
②2020オリンピック・パラリンピックの町の
　取り組みと2022栃木国体の選手育成は

◆渡邉俊　議員 ................................ 20
①町内小中学校の学力向上を

◆森弘子　議員 ................................ 21
①医療の充実を
②北区と中台を結ぶ跨線橋の整備見通しは
③介護・福祉の対策は

本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

3/2〜3　傍聴者　17名
　傍聴は、皆さんが選んだ議員の考えを知っていただく良
い機会です。
　ぜひ傍聴にお越しいただき、議員と執行部とのリアルな
やりとりを間近で見てはいかがですか。

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

一般質問って？
　一般質問は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論
議をする場です。
　議長が、質問と答弁がよくかみ合うように議事を進めるため、
質問する議員も、受ける執行機関もともに十分な準備が必要で
す。
　そのため、議員としては、質問の構想を練り理論構成をして
その要旨を議長に通告する、通告制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以内
です。
　再質問は、一問一答方式で行っています。

　詳細は、YouTubeやDVD・会議録
をご覧ください。
一般質問のページにあるQRコード一般質問のページにあるQRコード、、
または「高根沢町議会 第378回」で検または「高根沢町議会　第378回」で検索索

DVDVDD
会議会議録録

YouTubYouTubee

会議録は、定例会及び臨時会の終了後、約
2ケ月後に発行します。
役場・図書館（中央館・仁井田分館・上高根沢
分館）で貸出し、閲覧ができます。
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小
規
模
特
認
校
で
あ
る
、

上
高
根
沢
小
学
校
の
事
業

の
成
果
と
今
後
は
？

問本町の教育の未来は？
　答【教育長】本町ならではの教育環境を整え、その結果を検証し、
　　よりよい取り組みへと改善を図り学力向上につとめる

梅村　達美　議　 員
Q

　

魅
力
あ
る
学
校
と
す
る

た
め
、
年
間　

時
間
の
英

35

語
活
動
や
、
高
齢
者
と
の

ふ
れ
あ
い
活
動
等
特
色
あ

る
教
育
を
実
施
し
て
き
た

結
果
、
児
童
数
は
順
調
に

伸
び
て
い
る
。

　

今
後
は
、
少
人
数
で
学

ぶ
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、

主
体
的
で
探
求
的
な
学
び

を
よ
り
一
層
推
進
し
、
自

然
環
境
、
人
的
環
境
を
活

か
し
た
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
く
。

A
教
育
教
育
長長

　

小
中
一
貫
教
育
で
目
指

す
も
の
と
狙
い
は
？

Q
　

平
成　

年
に
策
定
し
た

24

小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画

の
も
と
、
本
町
の
狙
い
で

あ
る
「
確
か
な
学
力
の
向

上
、
豊
か
な
心
や
社
会
性

の
育
成
、
健
や
か
な
体
の

育
成
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
き
た
。

　

今
後
、
施
設
併
設
型
小

中
一
貫
校
で
の
取
り
組
み

が
、
交
流
の
し
や
す
さ
か

ら
広
が
る
可
能
性
と
、
実

施
し
た
成
果
と
課
題
の
検

証
を
し
、
そ
の
良
さ
を
各

小
中
学
校
に
取
り
入
れ
施

設
連
携
の
高
根
沢
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
小
中
一
貫
教
育
を

町
全
体
で
実
施
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

A
教
育
教
育
長長

　

外
国
語
活
動
と
外
国
語

指
導
助
手
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

Q
　

指
導
助
手
と
し
て
フ
ィ

ジ
ー
か
ら
直
接
雇
用
し
て

お
り
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力
が

高
い
傾
向
に
あ
り
学
年
が

あ
が
る
に
つ
れ
て
向
上
し

て
い
る
。

A
教
育
教
育
長長

※
小
規
模
特
認
校
制
度
と
は
、

　

小
規
模
校
へ
の
学
区
外
か
ら

の
入
学
・
転
入
を
認
め
る
こ
と
に

よ
り
、 
現
行
通
学
区
域
以
外
の

児
童
・
生
徒
に
、
小
規
模
校
の
良

さ
を
生
か
し
た
学
習
の
機
会
を

与
え
る
と
と
も
に
、
学
校
規
模

の
適
正
化
及
び
受
入
校
の
活
性

化
を
目
指
す
制
度
で
す
。

　

I
C
T
教
育
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
伺
う
。

Q
　

I
C
T
教
育
環
境
を
段

階
的
に
整
備
し
、
児
童
生

徒
の
学
ぶ
意
欲
を
向
上
さ

せ
、
主
体
的
に
学
ぼ
う
と

す
る
態
度
を
育
み
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
学
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

A
教
育
教
育
長長

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

教
育
教
育

新学習指導要領において、
年間35時間の英語教育を実施している

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要

性
と
評
価
は
？

Q
　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ

て
、
将
来
に
向
け
た
夢
や

希
望
を
も
ち
、
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
り
、『
高

根
沢
町
を
愛
す
る
子
ど
も

た
ち
』
を
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

キ
ャ
リ
ア
発
達
に
効
果
的

で
あ
っ
た
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。

A
教
育
教
育
長長
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中山　喜美一　議　 員

問住み慣れたわが家で安らかな医療・介護を
　答【町長】医療的なケアが必要な高齢者に医療・介護
　　　が連携しサービスを提供する

　

在
宅
医
療
・
介
護
の
係

る
多
職
種
間
の
連
携
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
？ QA

町町
長長

　
「
多
職
種
連
携
会
議
た

か
ね
ざ
わ
」
を
平
成　

年
28

9
月
か
ら
開
始
し
、
概
ね

2
ヶ
月
に
1
回
開
催
し
て

い
る
。

　

こ
の
中
で
、
情
報
共
有

や
意
見
交
換
、
地
域
の
課

題
抽
出
等
を
行
い
、
顔
の

見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
行
っ
て
お
り
、
平

成　

年
度
も
定
期
的
に
会

29
議
を
開
催
す
る
。

　
「
介
護
休
暇
の
と
り
方
」

等
を
啓
蒙
す
る
た
め
の
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

企
業
、
住
民
に
対
し
て
周

知
等
を
行
う
考
え
は
あ
る

の
か
？

QA
町町
長長

　

介
護
休
暇
制
度
等
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
が
「
育
児
・
介
護
休

暇
制
度
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
企
業
等
に
周

知
し
て
い
る
の
で
、
新
た

に
独
自
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　

歳
以
上
の
、「
ひ
と

65
り
暮
ら
し
」・「
夫
婦
の
み
」

の
世
帯
数
と
、
介
護
を
必

要
と
す
る　

歳
以
上
の
世

65

帯
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
る
の
か
？

QA
町町
長長

　
「
ひ
と
り
暮
ら
し
」が
6

4
5
世
帯
、「
夫
婦
の
み
」

が
7
3
9
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。

　

支
援
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
状
態
に
応
じ
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、

「
見
守
り
収
集
事
業
※

」
の

実
施
・「
緊
急
通
報
装
置
貸

与
事
業
※

」な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

医
療
・
介
護
医
療
・
介
護

※
み
ま
も
り
収
集
事
業

　

高
齢
や
障
が
い
等
に
よ
り
、

ゴ
ミ
を
出
す
こ
と
が
困
難
な
世

帯
を
対
象
に
、
町
が
委
託
し
て

い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
方
が
自
宅
へ
訪
問
し
、
ゴ
ミ

を
収
集
し
な
が
ら
安
否
確
認
も

行
う
事
業

　

ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
世
帯
と

は
？

①　

歳
以
上
で
、
要
介
護
・
要
支

65援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
1
級
・
2

級
に
該
当
す
る
方

③
精
神
障
が
い
者
福
祉
手
帳
1
・

2
級
に
該
当
す
る
方

④
療
育
手
帳
A
1
・
A
2
に
該
当

す
る
方

※
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
を
対

象
に
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与

し
、
急
病
や
災
害
時
な
ど
に
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
に
つ
な
げ

て
い
く
事
業

　

十
分
な
在
宅
医
療
が
で

き
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
在
宅
医
療
・
介
護

に
係
る
医
師
、
歯
科
医
師
、

看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
等
の

確
保
を
ど
う
す
る
の
か
？

QA
町町
長長

　

本
町
に
お
い
て
は
、
在

宅
医
療
の
届
出
を
行
っ
て

い
る
診
療
所
は
一
ヶ
所
と

な
っ
て
お
り
、
十
分
と
は

言
え
な
い
状
況
と
考
え
て

い
る
。

　

在
宅
医
療
・
介
護
の
人

材
確
保
に
つ
い
て
は
、
県

の
「
栃
木
県
医
療
計
画
」、

「
栃
木
県
介
護
職
人
材
育

成
指
針
」
に
基
づ
い
て
確

保
を
推
進
し
て
い
る
。

地域の連携が不可欠
皆でつくる支え合い

見守り収集の状況
これからは、
近所での見守りが
大切です
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問災害にも負けない町民育成と災害時の取り組みは
　答【町長】「自主防災組織」の活動支援と「防災士」の
　　育成支援をしていく

佐藤　晴彦　議　 員
A
町町
長長

　

今
回
の
災
害
対
応
訓
練

の
内
容
は
、
震
度
6
弱
の

地
震
を
想
定
し
、
住
民
に

は
「
避
難
所
開
設
訓
練
」

を
行
っ
た
。

　

評
価
と
し
て
は
、
自

助
・
共
助
の
意
識
醸
成
を

目
的
と
し
て
行
っ
た
が
、

そ
の
精
神
を
浸
透
さ
せ
る

に
は
、
時
間
を
要
す
る
と

感
じ
た
。

　

課
題
は
、
大
規
模
災
害

時
に
は
、
避
難
所
運
営
に

関
わ
れ
る
行
政
職
員
は
限

ら
れ
、
住
民
の
自
主
的
な

運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

課
題
を
克
服
す
る
た
め
、

　

年
度
予
算
に
自
主
防
災

29組
織
の
活
動
支
援
と
防
災

士
の
育
成
支
援
を
計
上
し

た
。

男
女
が
共
に
支
え
合
い
、

思
い
合
え
る
教
育
は
?

QA
教
育
教
育
長長

　

保
健
の
授
業
で
は
、
体

の
発
育
・
発
達
と
思
春
期

の
変
化
を
学
習
し
、
中
学

校
で
は
身
体
機
能
・
精
神

機
能
の
発
達
な
ど
と
心
の

健
康
を
学
習
す
る
。

　

ま
た
、
道
徳
の
授
業
は
、

小
中
学
校
で
人
間
尊
重
の

精
神
（
人
格
・
人
権
・
人

間
愛
）
を
培
い
、
互
い
に

義
務
と
責
任
を
果
た
す
関

係
構
築
が
で
き
る
学
習
を

し
て
い
る
。

　

保
健
・
道
徳
の
学
習
に

よ
り
、
男
女
が
共
に
支
え

合
い
、
思
い
合
う
大
切
さ

を
学
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
各
学
習
や
学
校

行
事
等
の
活
動
で
、
男
女

が
協
力
す
る
実
践
の
場
で
、

身
を
も
っ
て
感
じ
る
学
習

も
し
て
い
る
。

　

教
育
の
場
で
、
先
生
が

児
童
生
徒
の
健
康
面
を
配

慮
し
、
成
長
や
男
女
の
違

い
を
把
握
す
る
上
で
、
始

業
前
や
部
活
前
の
健
康
状

態
確
認
と
、
情
報
共
有
を

し
て
は
?

QA
教
育
教
育
長長

　

健
康
状
態
を
把
握
し
、

指
導
の
際
に
参
考
に
す
る

こ
と
は
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

　

小
中
学
校
で
は
、
始
業

前
の
健
康
観
察
を
行
い
授

業
に
活
か
し
て
い
る
が
、

担
任
以
外
の
先
生
に
は
詳

細
の
情
報
は
共
有
で
き
て

い
な
い
。

　

今
後
は
、
児
童
生
徒
の

健
康
観
察
の
状
態
を
、
教

員
が
情
報
共
有
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
I
C

T
教
育
の
推
進
と
合
わ
せ

導
入
を
検
討
し
、
教
育
環

境
を
整
え
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

問男女が共に理解し合う「相互理解」が育まれた社会に向けて
　答【教育長】「保健」と「道徳」の学習を総合し、
　　「支え合い」「思い合い」の大切さを学んでいる

　

2
月
に
行
わ
れ
た
災
害

対
応
訓
練
の
評
価
と
課
題

は
? Q

「簡易トイレ組み立て実習」
町災害対応訓練にて

A
町町
長長

　

有
事
の
際
に
、
応
急
活

動
や
復
興
活
動
で
大
き
な

力
に
な
る
の
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
活
動
で
あ
る
。

　

災
害
時
に
、
様
々
な
支

援
が
必
要
と
な
る
た
め
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。

　

災
害
発
生
時
に
、
一
人

で
も
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
き
る
よ
う

な
講
座
の
実
施
を
検
討
し

て
い
く
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
を
実
施
す
る
考
え
は
?

Q

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

災
害
災
害

道
徳
道
徳



（19）

川面　充子　議　 員

問「国民健康保険医療費」の現状と抑制は？
　答【町長】5つの取り組みによって
　　　抑制を図る

A
町町
長長

　

国
補
助
金
に
よ
る
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
導
入
・

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
の
各
種
デ
ー
タ
を
利

活
用
し
た
、
国
保
デ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
（
K
D
B
）
に

よ
り
分
析
・
検
証
を
し
て

い
る
。

　

医
療
費
を
抑
制
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
？

QA
町町
長長

1
坩　

関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
保
険
給

付
を
削
減
す
る
。

2
坩　

特
定
健
診
等
の
受

診
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
申
込
み
方
法

を
見
直
し
、
F
A
X

や
新
た
に
申
込
専
用

フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
、

　

時
間
、
受
付
を
可

24能
と
す
る
。

3
坩　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
※

の
使
用
を
促

進
す
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
町

の
取
り
組
み
は
？

QA
町町
長長

　

本
町
と
し
て
大
会
の
成

功
に
向
け
、
町
民
ホ
ー
ル

の
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
な
ど
、
選
手
の
活
躍

を
応
援
す
る
機
会
を
考
え

て
い
る
。

　

医
療
費
の
現
状
分
析
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
？

Q

問「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、栃
木

国
体
」に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

　

答【
町
長
】町
民
ホ
ー
ル
の
ス
ク
リ
ー
ン
で

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
検
討

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品（
先
発
医
薬

品
）の
特
許
が
切
れ

た
あ
と
に
販
売
さ

れ
、
新
薬
と
同
じ

有
効
成
分
・
効
き
目

が
あ
る
価
格
の
安

い
薬

4
坩　

保
健
師
等
専
門
職

が
、
面
接
、
電
話
、

訪
問
を
行
い
、
重
複

受
診
、
頻
回
受
診
、

重
複
服
薬
に
係
る
受

診
行
動
を
適
正
化
す

る
。

　
　
　

糖
尿
病
性
腎
症
重

症
化
予
防
は
、「
栃

木
県
糖
尿
病
重
症
化

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
活
用
し
、
糖
尿
病

の
重
症
化
と
人
工
透

析
へ
の
移
行
を
防
ぐ
。

5
坩　

生
活
習
慣
病
を
改

善
す
る
た
め
、
年
間

を
通
し
て
、
全
町
域

で
展
開
で
き
る
よ
う

ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
、

本
町
独
自
の
健
康
体

操
を
考
案
す
る
。

　

栃
木
国
体
の
選
手
育
成

等
ど
う
や
る
の
か
？

QA
町町
長長

　

町
体
育
協
会
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
と

連
携
し
、
町
民
が
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
場
を

提
供
で
き
、
各
種
指
導
者

の
育
成
を
図
り
、
競
技
者

の
向
上
に
努
め
、
県
が
推

進
す
る
エ
ク
セ
レ
ン
ト

キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
※

が
一

人
で
も
増
え
る
よ
う
に
取

り
組
む
。

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

国
保
国
保

医療費の抑制につながる
ジェネリック医薬品

※
エ
ク
セ
レ
ン
ト
キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ

ニ
ア

　

本
県
の
小
学
生
か
ら
、
優
れ

た
能
力
を
持
つ
児
童
を
見
つ
け
、

中
学
3
年
生
ま
で
育
成
し
、
能

力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
る
。

　

本
県
開
催
の
国
体
に
中
心
選

手
と
し
て
出
場
し
、
将
来
は
国

際
大
会
で
活
躍
す
る
日
本
代
表

選
手
を
目
指
す
。

　

本
町
で
は
3
名
が
認
定
。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
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問町内小中学校の学力向上は？
　答【教育長】教員一人一人の
　　指導力を高めて行く

渡邊　俊　議　 員

A
教
育
教
育
長長

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上

に
は
、
教
員
の
資
質
向
上

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
教
職
員
は

立
場
や
経
験
年
数
に
応
じ

て
参
加
を
義
務
付
け
ら
れ

た
研
修
か
ら
、
希
望
者
が

専
門
性
を
高
め
る
た
め
に

参
加
す
る
研
修
な
ど
、
1

0
0
種
類
以
上
の
研
修
が

県
教
育
委
員
会
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

各
学
校
で
は
、
こ
れ
ら

の
研
修
機
会
を
活
用
し
、

各
教
員
の
学
習
指
導
力
の

向
上
を
は
じ
め
、
教
育
相

談
や
特
別
支
援
教
育
な
ど

様
々
な
能
力
を
高
め
る
学

級
経
営
に
必
要
な
力
を
身

に
付
け
さ
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
武
道
指
導
や

琴
な
ど
の
伝
統
楽
器
演
奏
、

栄
養
、
保
健
指
導
な
ど
教

員
が
な
か
な
か
身
に
つ
け

ら
れ
な
い
技
術
や
専
門
的

知
識
が
必
要
な
指
導
に
関

し
て
は
、
各
学
校
で
外
部

　

小
中
学
生
に
高
い
学
力

が
あ
る
町
は
、
将
来
に
お

い
て
地
域
の
発
展
性
が
あ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

学
力
向
上
の
た
め
、
主

要
科
目
で
総
授
業
数
の
一

部
の
授
業
時
間
で
、
外
部

か
ら
専
門
の
講
師
を
招
い

て
授
業
を
す
る
考
え
は
？

Q

現代社会で英語が必要不可欠
本町の子どもたちが世界を相手に活躍することを期待

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

能
力
等
ま
で
含
め
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
総
時
間
数
の

一
部
の
授
業
を
、
外

部
講
師
と
い
っ
た
形

で
塾
の
講
師
に
依
頼

す
る
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
お

り
、
各
教
員
の
学
習

指
導
力
を
よ
り
高
め

る
た
め
の
実
践
を

図
っ
て
行
き
た
い
。

講
師
を
招
き
、
子
ど

も
た
ち
に
豊
富
な
体

験
機
会
を
確
保
し
て

き
た
。

　

学
校
が
目
指
す
学

力
は
、
学
習
指
導
要

領
で
示
す
よ
う
に
、

知
識
や
技
能
だ
け
で

な
く
、
学
ぶ
意
欲
や

自
分
で
課
題
を
見
つ

け
、
自
ら
学
び
、
主

体
的
に
判
断
し
、
行

動
し
、
よ
り
よ
く
問

題
解
決
す
る
資
質
や

阿小金管バンド部の演奏風景
子どもたちの努力の影に
外部講師の指導が合わさり
すばらしい音色を響かせる

日本の伝統文化の「書道」
文字には人の心が表れます

教
育
教
育
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森　弘子　議　 員

問医療の充実をどう図る？
　答【町長】医療費と国庫負担金の動きを注視

A
町町
長長

　

国
庫
負
担
金
の
削
減
調

整
率
は
、
小
学
生
以
上
を

現
物
給
付
に
し
た
場
合
は

　

％
で
、
削
減
率
は
平
成

6.13
　

年
度
の
実
績
か
ら
算
定

27す
る
と
、
約
4
7
8
万
円

が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て

削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
度

30

か
ら
は
、
未
就
学
児
の
部

分
に
お
い
て
、
減
額
調
整

を
行
わ
な
い
方
向
で
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

医
療
費
の
抑
制
を
図
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

　

重
度
身
体
障
害
者
の
医

療
費
助
成
を
現
物
給
付
に

で
き
な
い
か
？

QA
町町
長長

　

平
成　

年
度
の
助
成
額

27

は
、
対
象
者
4
4
9
人
に

約
3
3
5
5
万
円
で
、
県

補
助
金
を
除
く
町
の
支
出

は
、
約
1
6
7
7
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
物
給
付
を
導
入
し
た

場
合
、
県
補
助
金
が
減
額

さ
れ
る
な
ど
の
事
態
が
生

じ
、
年
間
約
1
9
0
0
万

円
増
加
す
る
見
込
み
な
の

で
、
現
時
点
で
は
、
現
物

給
付
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
こ

30

ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付

が
中
学
3
年
生
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
は
現
物
給

付
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
に
、
国
民
健
康
保
険
の

国
庫
負
担
金
の
減
額
措
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
削
減
率
と
削
減

額
は
？

Q

3月13日に通行が可能となりました（歩行者、二輪車）

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画

問
J
R
烏
山
線
の
跨
線
橋
は
通
行
止
め

　

解
消
の
見
通
し
は
?

　

答【
町
長
】早
い
時
期
で
の
通
行
実
現
に

　
　

向
け
て
調
整
中

　

町
道　

号
線
は
、
北
区

363

と
中
台
を
結
ぶ
重
要
な
生

活
道
路
で
す
が
跨
線
橋
に

ひ
び
割
れ
が
あ
り
、
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

点
検
状
況
と
今
後
の
対

策
は
い
か
に
？

Q

A
町町
長長

　

昨
年　

月
に
J
R
東
日

10

本
が
線
路
の
点
検
を
実
施

し
た
際
、
橋
梁
の
ひ
び
割

れ
を
発
見
し
た
。

　

道
路
管
理
者
の
高
根
沢

町
と
し
て
は
、
そ
の
調
査

を
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
委
託
し
た
結
果
、

「
構
造
物
の
機
能
に
は
支

障
は
な
い
が
、
予
防
保
全

の
観
点
か
ら
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

の
診
断
を
受
け
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
が
重
要
と
判

断
し
、
橋
梁
の
通
行
止
め

を
決
定
し
た
。

　

現
在
、
J
R
東
日
本
と

橋
梁
の
修
繕
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
、
早
い
時
期
で

の
通
行
実
現
に
向
け
て
調

整
中
で
あ
る
。

　

宝
積
寺
北
区
と
中
台
を

結
ぶ
生
活
道
路
整
備
の
今

後
の
見
通
し
は
？

QA
町町
長長

　

当
地
域
は
、
跨
線
橋
の

北
側
に
踏
切
も
あ
り
、
複

雑
な
道
路
形
態
で
あ
る
こ

と
や
、
都
市
計
画
道
路
で

あ
る
宝
積
寺
東
通
り
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
部
分
的
な

道
路
改
良
や
跨
線
橋
の
道

路
架
け
替
え
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
、
今
後
は
、

北
区
等
の
宝
積
寺
市
街
地

の
利
便
性
の
高
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築

に
向
け
て
、
重
点
的
に
議

論
を
深
め
て
い
く
。

国
保
国
保

交
通
交
通



報 特別企画報 特別企画
生に聞いてみっぺ（^^♪に聞いてみっぺ（^^♪
乗り越えて !!乗り越えて !!

　

6
年
前
の
3
月
11
日
、
こ
の
日
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
東
日
本
大
震
災
」
が
発
生
し
た
日
。

　

今
年
度
の
阿
久
津
小
学
校
の
卒
業
生
は
、
入
学
時
に
校
舎
が
使
え
な
い
状
態
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
初
め
は
西
小
学
校
に
通
い
、
そ
の
後
仮
設
校
舎
で
過
ご
し
、
そ
し
て
建
て
替
え
ら
れ
た
新
校
舎
で

卒
業
し
た
児
童
た
ち
で
す
。

　

震
災
か
ら
復
興
ま
で
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
卒
業
を
迎
え
て
何
を
思
う
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　津田　知愛さん

　保育士さん

　元気あっぷのジェラート

　中学校でも
　がんばります

将来の夢

将来の夢 将来の夢

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　深田　由姫さん

　トリマーさん

　阿久津小学校

　とても良い6年間でした

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　塚田　大琉さん

　サッカー選手

　小学校が楽しい

　声を出す

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

将来の夢
将来の夢

　増渕　安月さん

　ソフトボール選手

　自然が多くて、
　　みんな優しいところ

　感謝♪　ありがとう♬

将来の夢

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　金留　大和さん

　ラグビー選手

　イチゴがおいしい

　ほっとした

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　小澤　萌さん

　先生

　田舎なところ

　とても悲しかったけれど、
でもいい思い出です

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

（22）

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画



議会広報 特議会広報 特
阿久津小学校の卒業生阿久津小学校の卒業生

東日本大震災を東日本大震災を
卒
業
式
取
材
を
終
え
て
・
・
・

　

今
回
取
材
に
応
じ
て
く
れ
卒
業
生
は
、
家
族
や
友
達
、
先
生
や
地
域
の
方
た
ち

と
の
中
で
、
不
遇
の
学
校
環
境
を
乗
り
越
え
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
き
た

と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
未
来
の
高
根
沢
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り
良
い
環
境
の

な
か
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　菅山　歩香さん

　本屋さん

　ゆる～いところ

　お世話になりました
中学校でもがんばります

将来の夢

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　中野　颯太さん

　大工さん

　のどかなところ

　お父さん、お母さん
ありがとうございました

将来の夢

将来の夢

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　田代　優奈さん

　ドックトレーナー

　田んぼの景色がきれい

　今までありがとう

将来の夢

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　木村　心音さん

　パティシエ

　友達がたくさんいること

　いままで
ありがとうございました♡

将来の夢

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　戸沢　愛凛さん

　ファッションデザイナー

　友達がいること

　楽しい6年間でした

将来の夢

高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

　一瀬　莉来さん

　サッカー選手

　宝積寺駅

　うれしいです

将来の夢高根沢町の好きなところ

卒業式を迎えて一言

（23）

3

月

定

例

会

予

算

審

査

委

員

会

審

議

所
管
事
務
報
告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

特

別

企

画
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を検索

　

3
月
に
定
年
退
職
し
た

若
色
三
男
さ
ん
に
、　

年
38

間
の
思
い
を
聴
き
ま
し
た
。

Q　
　

年
間
、
振
り
返
っ

38

て
み
て
ど
う
で
す
か
？ 

A　

町
長
を
は
じ
め
、
先

輩
や
同
僚
の
サ
ポ
ー
ト
の

お
か
げ
で
、　

年
間
あ
っ

38

と
い
う
間
で
し
た
。

　

特
に
上
司
に
恵
ま
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

Q　

一
番
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
？

A　

6
年
前
の
東
日
本
大

震
災
。
ま
さ
か
、
こ
の
よ

う
な
大
惨
事
が
高
根
沢
町

で
起
こ
る
と
は
・
・
・
今

思
い
出
し
て
も
い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
特

に
3
か
月
間
だ
け
地
域
安

全
課
で
被
災
証
明
の
発
行

を
し
、
そ
の
時
の
町
民
と

の
関
わ
り
、
や
っ
た
こ
と

の
な
い
職
務
、
全
て
が
と

て
も
貴
重
な
経
験
で
す
。

Q　

仕
事
を
す
る
と
き
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
は
？

A　

課
長
と
部
下
の
間
に

入
っ
て
、
常
に
調
整
役
で

い
よ
う
と
心
が
け
て
い
ま

し
た
。

　

管
理
職
に
な
る
と
少
な

い
部
署
は
も
ち
ろ
ん
、
大

人
数
の
部
署
ほ
ど
声
掛
け

は
必
要
で
す
。

　
「
い
つ
も
見
て
る
よ
」と
。

Q　

退
職
後
の
予
定
は
？

A　

再
雇
用
で
働
き
ま
す
。

　

年
の
功
で
職
員
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

実
務
に
関
し
て
は
日
々

勉
強
で
す
ね
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、

畑
仕
事
と
地
域
の
人
と
の

付
き
合
い
を
深
め
て
い
き

た
い
で
す
。

Q　
　

年
間
の
思
い
を
一

38

言
で

A　
「
感
謝
」

Q　

仕
事
か
ら
得
た
こ
と

は
？

A　

新
規
採
用
の
時
、
産

業
課
に
配
属
で
集
落
懇
談

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
地
域
を
覚
え
、

人
を
覚
え
、
そ
し
て
会
話

を
通
し
て
町
民
と
触
れ
合

う
こ
と
の
喜
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
後
の
仕

事
に
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

Q　

仕
事
を
し
て
い
く
上

で
大
切
な
こ
と
は
？

A　

対
外
的
に
も
職
員
同

士
で
も
会
話
が
必
要
。

　

話
を
し
な
い
と
お
互
い

の
思
い
は
わ
か
ら
な
い
で

す
よ
ね
。

　

以
前
は
、
週
末
ス
キ
ー

へ
行
っ
た
り
、
仕
事
終
わ

り
で
、
飲
み
会
や
ス
ポ
ー

ツ
を
し
た
り
し
て
仲
間
と

の
連
帯
感
が
育
ま
れ
て
き

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

∞プロフィール∞プロフィール∞∞

若色 三男さ若色　三男さんん
出身地：石　出身地：石末末
趣 味：スポーツ観　趣　味：スポーツ観戦戦
職 業：高根沢町役場職　職　業：高根沢町役場職員員

第2の人生、土と向き合います！

〜
取
材
を
終
え
て
〜

　

日
本
に
は
「
縁
の
下
の

力
持
ち
」、「
縁
の
下
の
掃

除
番
」、「
縁
の
下
の
舞
」、

「
陰
の
松
の
奉
公
」、「 
簀 

す
の
こ

の
子
の
下
の
舞
」、「
内
助

の
功
」、「
闇
の
独
り
舞

い
」
な
ど
、
故
事
の
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
人
目
に
つ
か

な
い
と
こ
ろ
で
、
他
人
を

支
え
る
苦
労
や
努
力
を
す

る
人
の
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
人
が
、
み

ん
な
の
夢
を
支
え
て
い
る
。

　

人
が
大
好
き
で
人
の
輪

を
大
切
に
思
う
若
色
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
や
職
場

で
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

を
十
二
分
に
発
揮
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

ご
活
躍
楽
し
み
で
す
。

誠心誠誠心誠意意
「町がよくなるように「町がよくなるように、、
職員は、まごころ職員は、まごころをを
持って接し、仕事を持って接し、仕事をしし
ています！ています！」」


